　平成２１年度京都府ホームヘルパー連絡協議会　第２回全体研修会　開催要綱　
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　利用者主体の援助に向けて「記録」を見つめなおす

～記録を行う中でホームヘルパーが重視すべき視点～
１．趣旨
今回の研修では、地域別懇談会のアンケートからも要望の高かった『記録』をテーマに取り上げます。事業所において記録の書き方が統一されていないため、人によって観察のポイントは様々です。まずは、なぜ記録を残しておくことが必要なのかという基本を押さえ、簡潔に分かりやすく様子を記述する工夫、観察の仕方など技術の向上を図ります。
そして、専門職の視点から家族とのコミュニケーションの役割や他職種との連携強化のツールとしての記録の重要性を捉え直したいと思います。
後半のグループワークでは、ひとつの事例をもとに各人で記録をとっていただきます。その中でサービス提供責任者にとっての見やすい記録とはどんなものか、登録ヘルパーにとっては相手に伝わる記録の仕方・書き方等を話し合い自分たちなりの記録のあり方を考える場とします。

2． 主催　京都府ホームヘルパー連絡協議会

３．日時、会場（※地図別紙参照）

　【北部】　平成22年2月25日（木）みやづ歴史の館　大会議室　13:30～16:30

【南部】　平成22年3月1日　(月)　ハートピア京都　大会議室　13:30～16:30

４．対象

①京都府ホームヘルパー連絡協議会会員

②京都府ホームヘルパー連絡協議会会員事業所に所属する非常勤・登録ヘルパー等

５．参加申込み

　　別添の参加申込書に必要事項をご記入の上、2月19日（金）までに京都府社協　地域福祉・ボランティア振興課（京ホ連事務局）宛にお申込ください。

　（FAXで参加申込みの場合は、着信の確認をお願いします。）
６．個人情報保護について

　　参加申込書に記載された情報については、本研修の適正かつ円滑な実施の目的にのみ使用し、それ以外の目的では一切使用いたしません。研修資料には所属団体、お名前、ヘルパー経験年数を掲載いたしますのでご了知ください。
7． 内容

	時　間
	内　容

	13:15～13:30
	受付

	13:30～14：30
	【講演】

「利用者主体の援助に向けて記録を見つめなおす」

～記録を行う中でヘルパーが重視すべき視点～

　講師：　【北部】井上　千津子　教授（京都女子大学）
　　　　　【南部】綾部　貴子　准教授(梅花女子大学)

	14：30～14:40
	小休憩

	14:40～16:00
	【グループ討議】

自分の事業所や他の会員の事業所での記録の仕方について、工夫・改善点を学び合いながら、自分たちの求める「伝わる記録」のあり方を話し合っていただき場とします。

	16:00～16:30
	グループ討議を受けての総括・まとめ

	16:30
	閉会・アンケート記入


【講師プロフィール】

	井上　千津子　教授
１９３９年　長崎県の生まれ、長崎純心大学大学院福祉文化研究科修了
１９７３年よりホームヘルパーに従事
１９７５年より愛知みずほ大学、日本女子大学非常勤講師を経て、１９９５年　東北大学教授
２０００年　金城大学社会福祉学部教授、２００４年より現職
全国介護福祉士・介護福祉研究会会長、主な著書は、「ヘルパー奮戦の記」
著書紹介『ホームヘルパーの医療行為』（著・単）（一つ橋出版／2003年）
『大学社会福祉・介護福祉講座（介護福祉技術論）』（編著・共）（第一法規出版／2004年）
『大学社会福祉・介護福祉講座（介護福祉総論）』（編著・共）（第一法規出版／2005年）



綾部　貴子　准教授
研究分野　　　　　　高齢者ケアマネジメント、介護支援専門員、介護実習指導
現在の研究課題　　　介護実習巡回教員の実習巡回指導に関する研究
介護福祉学生のコミュニケーションに関する研究
介護支援専門員の業務上での役割に関する研究
介護支援専門員のアセスメントや居宅サービス計画作成に関する研究
介護支援専門員の利用者等についての情報収集に関する研究
業績一覧　　　　　　介護支援専門員の業務上での役割に関する研究
介護支援専門員による利用者等についての情報収集に関する研究
所属学会　　　　　　日本社会福祉学会　日本ケアマネジメント学会　日本社会福祉実践理論学会　
介護福祉教育学会　日本老年社会科学会










